
絆 

16 日(月) 会議のため部活動なし 

17 日(火) １年性の講話【４校時】 

20 日(金) 室工大ものづくり体験（２学年） 

24 日(火) 会議のため部活動なし 

26 日(木) 終業式 ３年学年末テスト範囲発表 

 

27 日(金) ～1/13(月) 冬季休業 

※28日(土)～1/5(日) 部活動停止 

※29日(日)～1/3(水) 学校閉庁日 

12 月生活目標：自分の生活を振り返ろう 

  

 

 

 

子どもの成長のために  
校長 永 堀 善 之 

 
６月初めから、閉校までの残り日数を校長室前に掲示しています。残り「３００日」か

らスタートし、現在、その数字は「１２９日」。学校を閉じるその日が、いよいよ近づい
てきたことを感じます。また、気温がかなり下がり、雪のちらつく日も増えてきました。
季節は、本格的に冬へと移り変わっていく気配です。地域や保護者の皆様におかれまして
は、日頃より子どもたちを温かく見守っていただき感謝申し上げます。 
 
さて、１１月５日（火）に、本校の地域参観日と合わせて、今年度２回目となる、本室

蘭中学校区の『学校運営協議会』が開かれました。（本中学校区は年に３回会議を実施）
この組織は、校区の町会長さんや青少年育成に関わる方々、ＰＴＡ（保護者）、教職員等
で構成され、会を設置した学校は、一般的に、『コミュニティ・スクール（ＣＳ）』と呼
ばれています。 
 
学校運営協議会の役割はいくつかありますが、その中でも、「学校の教育活動について

意見を述べ、地域と学校が子どもたちに関する課題を共有・連携し、よりよい教育が進め
られるようにすること」が大きな目的の１つとなっています。 
今回は、学校教育の中でも関心の高い、「端末等のＩＣＴ機器を使った学習」をテーマ

に、委員の皆さんで意見交流を行いました。交流をとおして、改めて「地域・家庭・学校
が協力して子どもたちを育てていこう」ということが確認された、有意義な場でした。 
 
交流の中では、様々な意見が出ていましたので、いくつかここで紹介します。 
 
●現代社会においては、ＩＣＴを「１つのツール」と捉え活用する力は必要な資質・ 
 能力であり、教育活動に効果的に取り入れていくことは重要である。 
●欧米などの事例から、ＩＣＴに全て頼るのではなく、必要に応じて、従来の学び方 
（紙媒体の使用など）を組み込むことが必要と感じる。「書くこと」「読むこと」 
に重きをおくことで、学力定着が図られることもあるのではないか。 

 ●家庭学習の主が端末によるものとなってきているが、保護者からは見えにくく、チ 
ェックしづらくなっている。また、家庭学習の時間そのものも減っていて心配であ 
る。課題の提示について、改めて学校でも検討いただければと思っている。など 

 
幅広いご意見をいただきましたが、委員の皆さんに共通すると感じたのは、『子どもを

真ん中においた確かな思い』をもたれているということです。学校と同じ方向を向いて、
「子どもたちの健全育成」「よりよい学校づくり」のために意見を出し合える雰囲気は大
変心強く感じました。委員以外の地域・保護者の皆様にも、引き続き、学校の教育活動に
関心をもっていただき、積極的に関わっていただきますよう宜しくお願いいたします。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

11/28(木)～４日(水)  

１、２年二者懇談(希望家庭対象) 

          ３年三者懇談(全家庭対象)           

９日(月) 会議のため部活動なし 

11 日(水) 人権教室【道徳】 

【５校時】…３年【６校時】…１年 

12 日(木) 人権教室【道徳】 

     【５校時】…２年 

13 日(金) 一斉委員会 

 

室蘭市立本室蘭中学校 

学校だより 

令和６年 11 月 22 日 

第８号 

本室蘭中学校教育目標 
〇磨かれた知性を育てる 

〇豊かな情操を育てる 

〇たくましい身体を育てる 

き ず な 



 

 

 

 

 

 

 

10/26 第 53 回室蘭市小中弁論大会 

３学年 生徒 最優秀賞 
 

 本校を代表して出場した生徒が、『私たちで守

る命』と題した発表を行い、見事最優秀賞を受

賞しました。 

 

 大切な命を守る 

ために、身近なと 

ころでできる行動   （写真掲載） 

や考え方を、中学 

生の目線で丁寧に 

伝え、多くの方の 

共感と感動を得て 

いました。 

10/2８ 日本工学院（専門学校）体験学習 
 ２学年のキャリア教育の一環として、日本工

学院（登別市）を訪問しました。 

専門学校では、さまざまな職業に就くための

スキルをどのようにして学ぶのか体験し、今後

の進路選択の際の視点につながる学びとなりま

した。 

興味や関心別に６つのコースに分かれて学習 

し、生徒から 

は「さらに深 

く学んでみた 

（写真掲載）     いと思った」 

という感想が 

多く聞かれま 

した。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全学年の柔道 

の授業に、白鳥 

台で長年に渡り 

柔道の指導をさ 

れている方を講     （写真掲載） 

師としてお招き 

しました。 

 

 

 基本的な技術やけがを防ぐための動作を中

心に指導していただきました。 

生徒からは「柔道って、楽しい」などという

声も聞かれ、充実した学習となりました。 

 

10/31 ゲストティーチャーによる柔道の授業 

 

今年度も生徒 

会執行部が企画し 

全校生徒と地域の

（写真掲載）    皆さんで共に行う 

地域清掃を実施し 

ました。 

              この活動は、地 

域に貢献すること

を喜びとできる生徒を育成することも目的とし

ています。昨年度から始まった取組ですが、生

徒会長（２年生）は「白蘭学園になっても続け

ていきたい」と生徒会の取組として根付いてき

ています。地域からも 19名の皆様にご協力いた

だき、深く感謝申し上げます。 

11/８ 全校交流ゴミ拾い（地域清掃） 

○合唱とサンドアートで、形は違っても、同じように人の 

心に響くものがあるなと感じられました。世界的に評価

されているサンドアートをこの目で見ることができて、

よかったです。【３年女子】 

○もともと興味を持っていてＳＮＳで拝見させていただ 

いていましたが、生で見ると全然違うもので、すごく癒 

し効果もありました。最高の体験をありがとうございま 

す。【２年女子】 

○私も「努力」や「新しい事へのチャレンジ」をやってみ 

たいと思いました。【１年男子】 

10/29 閉校記念特別講演会（サンドアート） 

講師：ＭＡＳＡ氏 

表 彰 
室蘭文化連盟より、合唱部に

「奨励賞」が授与されました。

全道・全国のコンクールでの 

活躍を讃えていただき、今後 

の活動の励みにつながりまし

た。 

閉校式典・お別れの会のご案内 
町会の皆様のご協力のもと、学校だよりとともに【閉校式

典・お別れの会のご案内】を全戸配付させていただきました。

詳細につきましては、ご案内文書をご覧ください。 

 なお、申込はＱＲコードからフォーム入力していただくか、

配付いたしました申込用紙にご記入の上、本校事務までご提出

ください。締切を過ぎますと申込はできませんので、ご了承く

ださい。        ※締切は、12 月 20 日（金）です。 

 

 

（写真掲載） 


